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＜連絡事項＞

・モニター面会は9/13から再開となります。
・リネン交換を提出する際には、“基準寝具定期交換伝票の連絡事項”に北病棟の患者様総数を記載して欲しいと連絡がありました。次回提出の際には記載お願いします。
＜患者様連絡事項＞

・竹洞　総子様～本人から、計画相談と今後の就労利用について相談したいと希望あり。
青明舎　橋本氏へ連絡し、9/14（火）14：00～面会予定となっています。特別診察室予約済みです。
・長谷川　陽一様～本日叔父が来院し、現金10,430円持参されています。薬カレンダー代込みの金額となります。
・森　ひで様～左臀部に表皮剥離見られている為、皮膚科診察時に追加で診察予定。

＜要注目患者様＞
・五日市　規様～対面時には穏やかで妄想発言や、粗暴的な様子は見られません。洗濯も自主的に実施しており、金銭確認も拒否なく行っています。
・四戸　水晶様～気分の落ち込みを訴え午前中はプログラムを欠席していますが、午後から作業療法に参加しています。頭痛を訴えて来る事はありませんが、額に冷えピタを貼って過ごされています。対応は穏やかです。
・坂本　福子様～眠気と膝の疼痛を訴え、午前中のプログラム誘導時間になるとテーブルに伏して寝始めています。ホールで過ごす代わりに、作業を病棟で行うよう説明には、午前は塗り絵を行う事ができていますが、傾眠傾向見られています。午後からは他者と飾りづくりに参加しており、日中に臥床する様子や日課の拒否はありません。引き続き日中の離床を促し、昼夜逆転を防止していきましょう。

・森　ひで様～左臀部に表皮剥離見られており疼痛訴え聞かれています。仙骨部と同様に臀部も処置実施。皮膚科診察時に臀部も見て頂く予定。
　　　　　　　日中は離床時間が過度とならないよう日課行っています。離床時には臀部と腰部の疼痛訴えスタッフコール頻回。本人へ座位姿勢について説明し、タオルやクッションを利用して姿勢保持行っています。
＜金Drケース検討＞
・本日診察はありません。
